
１９：００～１９：１０
「諫早市と諫早市歯科医師会の災害協定」

講師 浦 泰 先生
（諫早市歯科医師会副会長）

１９：１０～２０：３０
例会

災害時に、在宅で、「食べる」を守り抜くための「鍵」
～東北・大分・熊本・福岡での災害支援経験から～

講師 太田秀人 先生
（福岡県太宰府市大佐野おおた歯科クリニック院長）

2011年に発生した東日本大震災を契機にして、

日本の災害医療は、「東北に学べ」・「食べる」をキーワードにして、大きく方向転換をし
ています。さらに、その後に起きた熊本地震などの災害にも学び、かつ進化を続けなが
ら、おそらく、いや、きっと、いや、間違いなく、私は、日本の災害医療の向こう側にある
ものは、超高齢社会を迎える日本の「地域包括ケア体制の構築」ではないか、と、感じ
ています。
そのような情勢の中で、既に、現場で生きている私たちの心の中には、

「災害時に、在宅で、「食べる」を「守り抜く」ためには？」という命題（＝壁）を、未来へと
切り拓く「扉」とするための「鍵」を持っているのだ、と信じています。

今回の講演を通じて、参加して下さった皆様が「答えは、自分の中にある！」と感じて頂
けたら幸いです。

諫早市在宅ケアサークル＆口から食べる分科会 合同例会

諫早市健康福祉センター 多目的ホール●場所

主催 諫早市在宅ケアサークル

共催 諫早市歯科医師会

連絡先 実行委員会事務局 諫早医師会 ℡0957-25-2111 

●日時 令和元年１２月１６日（月）１９：００～

●参加費 無 料


